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保育士等就職支援コーディネーター

• 相模原市総合就職支援センター内に、就職支援センター、自立支
援相談窓口、若者サポートステーションの３つの就労支援機関を
集約

• ハローワーク職業紹介・相談コーナーも併設

• 就職支援センター内に、「保育士等就職支援コーディネーター」
１人を配置

• ワンストップで１人ひとりのニーズに合わせた就職支援を実施



相模原市総合就職支援センター

•ＪＲ横浜線、相模線、京王線 橋本駅北口徒歩１分

•シティ・プラザはしもと（橋本駅北口第一再開発ビル）６階

•利用時間は、月曜日～金曜日、第２・第４土曜日（祝日、年末
年始を除く）午前８時３０分～午後５時

•同じフロアには、橋本公民館、男女共同参画推進センター、消
費生活センター、市民相談室があり





就職支援センター



コーディネーター配置の契機

• 平成２７年７月にコーディネーターを配置

• 当時は、待機児童対策に重点を置いており、保育所の新設が相次い
でいた

• 一方で、現場からは保育士の確保が困難である、といった声を受け
て、コーディネーターを配置

• 市内で活躍していた潜在保育士の発掘に注力し、地域に根差した事
業を展開していこうという声が上がっていた



コーディネーターの事業内容

•養成校へのダイレクトメールの送付

•ホームページの作成、更新

•就職情報や保育士の活動等を掲載した「センターだより」の発
行と登録者へ送付

•市保育連絡協議会、私立保育園・認定こども園園長会との連携

•合同就職説明会・面接会、就職セミナーの開催

•養成校への訪問

•相談業務（毎週木曜日は保育士就職相談）



令和元年度の実績

•個別相談２１８件、新規登録２５人、求人５０園、就職決定３６人

•就職説明会＋就職支援セミナー２回、参加園８０園（４４ブース）、
ブース延訪問人数２５１人（実６８人）、 セミナー参加者２６人

•就職支援セミナー２回、延参加者数２２人（実１４人）、園見学２人

•本年度は、８月２９日に「保育のＷｅｂ就職フェア」を開催予定



コーディネーターの特色

•市内養成校出身、元幼稚園教諭

•「センターだより」を対象者へ送付する際に、一言メッセージ
を添えて、コーディネーターと相談者の個人の付き合いを大切
にしており、個々の関係性を構築し、気軽に連絡ができる関係
づくりに努めている

•その人ありきで求人をつくる（園に依頼する）ため、逆に園長
も気軽に電話をくれる関係ができている

•就職後の定着の支援もしている

•市保育連絡協議会、私立保育園・認定こども園園長会との連携
は大切にしている



かながわ保育士・保育所支援センター

•平成２６年１月開所

•同年４月から、神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市、横須賀市の
共同事業で神奈川県社会福祉協議会に運営を委託

•かながわ福祉人材センター内に設置（かながわ県民センター１３
階、横浜駅西口 徒歩５分）

•月曜日から土曜日の午前９時から午後５時まで

•保育士等の無料職業紹介、潜在保育士に対する情報提供



過去に介護分野で実施した
人材確保・定着・育成事業

【人材確保事業】

• 介護のしごとＰＲ冊子を中学１年生に配布

• 介護のしごとＰＲ動画の公開

• 介護のおしごと相談会の開催

【人材定着・育成事業】

• 新任介護職員等応援交流会を年１回開催

• 次代を担う介護職員等勤続表彰式（勤続５年、１０年、１５年の若
手職員を対象）

• 介護の日大会の開催

• 各種研修の開催と助成



市役所における新型コロナウイルス対応

•緊急事態宣言発出後、市の方針の中で、保育所等の利用を決定

→ 当面の間、開所するが、真に利用が必要な方以外は、利用

の自粛を要請（保育が必要な場合「申出書」を提出）

•市から利用の自粛を要請したため、保育料を日割で還付

→ ０～２歳児は、ほぼすべての保護者に還付

→ 保育料の歳入減、認定こども園と地域型保育事業の保育料

減免分の補てんによる歳出増

•公立保育所等では、給食費を還付


